
 

（第２号様式）   
令和５年４月７日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立追浜高等学校長（定時制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意 
欲を向上させ、
基礎的・基本的
な知識の習得が
できる教育課程
の編成に取り組
む。 

 
 
 

②学び直しや生
徒が互いに学び
合う学習活動を
取り入れるな
ど、知識・技能
の習得のみなら
ず、それらを活
用する力を育む
魅力ある授業を
展開する。 

①習熟度別授
業 、 Ｔ Ｔ 授
業、必要に応
じた個別支援
により、生徒
の基礎学力向
上と達成感あ
る学びを目指
す。 

 
 
②「聴く力」を

高める取組に
より、要点を
まとめ、自分
の考えを表現
し深める力を
育てる。 

①生徒一人ひと
りの学習状況
を把握し、そ
の結果を踏ま
えた授業改善
を行う。 

①習熟度別学習
の成果を踏ま
え、他教科で
の導入も検討
する。 

②集会や講演会
などでの取組
を継続すると
ともに、授業
に お い て も
「聴く力」の
育成を意識し
た場面を設定
する。 

①「生徒による
授業評価」の
結果が昨年よ
り改善された
か。 

 
①習熟度別授業

の成果が表れ
たか。他教科
での検討が進
んだか。 

②自分の考えを
まとめて表現
する場面がこ
れまで以上に
設 定 で き た
か。 

①各科目の比較は難し
いが、できることが
増えたと感じる生徒
が多くなっている。 

①苦手な生徒も前向き
に取り組めている。
他教科での検討は進
んでいない。 

②集会などの場面で、
常にメモを取り、話
をまとめる取組を行
った。授業でも「聴
く力」を意識した授
業づくりを行った。 

①積極的に授業に取
り組む生徒が増
えた。個々のニ
ーズに合わせた
課題の用意も検
討したい。 

①数学と英語につい
ては 1，2 年次で
習熟度別学習を継
続し、基礎的な内
容の定着を図りた
い。 

②集会などでメモを
取る取り組みを継
続したい。授業に
おいては、自分の
考えを表現する場
面をさらに増やし
たい。 

① 一人ひとり習熟度が異
なる生徒が多いなか丁
寧な取り組みをしてい
る。 

① １，２年次での習熟度
別学習を継続して、基
礎能力の向上に結び付
けている。 

② 自分の考えをまとめて
表現する場面を増やし
て、生徒の基礎能力の
向上や人間性の成長に
結び付けている。 

① 外国につながりのある
生徒が 1 学年に在籍し
ているため複数担当者
で対応することができ
た。 

① １，２学年の数学・英
語で習熟度別学習を取
り入れ一人ひとりのニ
ーズに合わせた授業を
行うことができた。 

② 「聴く力」の取組によ
り、自分の意見を書
き、まとめ、発表する
といった、社会で必要
なスキルを身に付けさ
せることができた。今
後は課題の解決方法に
ついて考える機会や自
分の考えを深める機会
を設けたい。 

① 数学・英語において習
熟度別学習を取り入れ
る。その成果を見極め
ながら、他教科への拡
大も検討する。 

① 他校での実践例も参考
にしながら、生徒が集
中して取り組むことの
できる授業づくりをさ
らに推進する。 

① 保護者や中学校教員な
どに積極的に授業を公
開し、授業力向上に役
立てる。 

② 通常の授業において
も、生徒が自ら課題を
見つけ、自ら解決して
いくような自主性を育
む授業づくりに取り組
む。 

 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひと
りの抱える課題
を踏まえ生徒と
向き合い、生徒
から信頼される
指導・支援を行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②学校行事や部

活動への積極

的・主体的な参

加を促進し、自

己効力感を高

め、他者尊重に

基づく規範意識

を醸成する。 
 

①生徒一人ひと
りの状況把握
を 適 時 に 行
い、情報共有
に基づく支援
を組織的に行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事や部

活動への参加
を通じて、自
他ともに尊重
することや、
対話による課
題解決の経験
を重ねる。 

①生徒一人ひと
りの状況把握
のために定期
的な情報共有
を継続的に行
う。また、必
要に応じて支
援検討委員会
や外部機関と
の連携を通し
て支援の充実
を図る。 

①共有した情報
をもとに、学
年を主体とし
つつ全職員が
協力して生徒
の指導に当た
る。 

 
②学校行事や委

員会活動等に
おいて、生徒
会を中心とし
た主体的かつ
協働的な取組
み を 推 進 す
る。 

②部活動への積
極的な関わり

①生徒一人ひと
りの状況把握
のために定期
的な情報共有
を行うことが
できたか。ま
た、支援の充
実のために外
部との必要な
連携を行うこ
と が で き た
か。 

①全職員が各学
年をサポート
し、課題の解
決に取り組め
たか。 

 
 
 
②生徒が学校行

事や部活動等
に主体的かつ
積極的に関わ
れ た か 。 ま
た、取組みを
通して、自己
効力感や他者
を尊重する意
識の向上を図

①定期的に月２回、生
徒の情報共有会を行
った。生徒の変化に
学年だけでなく、教
科担当も含めて対応
し、問題行動の未然
防止等の支援に的確
に対処することがで
きた。 

①外部機関との連携が
必要な生徒に対し、
校内の支援体制を整
備し、連携した対応
を適切に行うことが
できた。 

②学校行事や委員会活
動等において、生徒
会を中心に主体的か
つ協働的に取組み、
成果を上げた。 

②生徒が積極的に部活
動に参加し、大会で
成果を残した。 

②生徒は学校行事や部
活動等に主体的かつ
積極的に関わった結
果、自己効力感や他
者を尊重する意識の
向上を図ることがで
きた。 

①一人ひとりの生徒
と信頼関係を築
き、生徒の言動の
変化に注意して丁
寧に指導すること
で問題行動の未然
防止に務める。  

①生徒の家庭環境も
的確に把握したう
えで、引き続き校
内及び外部との生
徒支援体制を充実
させ迅速な対応を
行う。 

  
  
②本校に入学する生

徒の社会性向上の
ため、今後も学校
行事や委員会活
動、部活動を通し
て、自己肯定感・
自己有用感を醸成
し、自己効力感を
高め、他者を尊重
する意識の向上を
図る。 

① 生徒一人ひとりに対す
るきめ細かな指導・支
援しているため、生徒
たちの先生に対する言
動や姿勢にも問題はな
く、しっかり信頼関係
が築けている。 

① 家庭によっては食の機
会や栄養面に課題があ
る生徒がいるので学食
の役割は大きい。 

② 生徒が学校生活を楽し
んで、良い思い出作り
ができるように学校行
事や部活動等も盛んに
行われている。生徒自
身が自発的にアイデア
を持ち寄り、仲間と協
力して作り上げる楽し
みを持てるように、最
低限の安全を確保しな
がらも自由な活動を認
め、積極性を促してい
る。 

② 個々の事情に配慮し
て、行事に参加できな
い場合でも仲間と共感
し合えるように、常に
共同作業を意識できる
役割の振り分けが成さ

① 教員全員が一人ひとり
の生徒のことを把握し
て、指導・支援するこ
とができた。 

① 支援を必要とする生徒
の情報を共有し、外部
と連携した支援を行え
た。 

② 生徒が主体的に活動す
る学校行事を企画し、
生徒に達成感を持たせ
ることができた。指導
を工夫してより良い行
事を作り上げたい。 

 

① 課題解決に向け定期的な
情報共有を継続するとと
もに、外部機関と連携し
た支援を進める。 

①共有した情報をもとに職員
が協力して生徒の指導に
当たる。 

② 学校行事や委員会活動に
生徒会が中心に生徒が主
体的に取り組めるよう企
画立案できるよう指導
し、可能な限り多くの生
徒が関われるよう工夫す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 を通して、自
己肯定感と協
調性を育む。 

ることができ
たか。 

れている。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり 
の自己実現を目 
指した体系的な 
キャリア教育を 
推進する。 
 
 
 
 

○進路希望の目
標設定と計画
実行につなが
るガイダンス
とカウンセリ
ングを組織的
に行う。 

○外部関係者を活用
し、進路に関す
る説明会や会社
見学などを計画
的に実施する。 

○キャリア・パスポ
ートを活用する。 

○進路を決定して
卒業する生徒の
割合が増加した
か。 

 
○キャリア・パス
ポートを活用す
ることができた
か。 

〇ほとんどの生徒が希
望する進路へと進む
ことができた。（就
職：７名、進学：１
名、就労移行支援事
業所：２名、その
他：４名） 

〇キャリア・パスポー
トの作成を通して自
己理解を深め、進路
選択や就職活動の際
に役立てた。 

〇外部関係者を活用
した進路説明会を
十分には開催でき
なかった。各進路
行事を改善し、生
徒のキャリア意識
の向上を図りた
い。 

〇生徒が主体的に進
路選択をできるよ
う、キャリア・パ
スポートのさらな
る充実を図る。 

〇ほとんどの生徒が希望す
る進路へ進めたのは、素
晴らしいことで評価に値
する。 

〇生徒一人ひとりがどのよ
うな境遇にあり、そのう
えでどのような将来を描
いているのか、入学後の
早い段階でしっかり把握
して、キャリア・パスポ
ートを積極的に活用し、
実現可能な進路へ導けて
いる。 

〇ほとんどの生徒が主体的
に進路選択をすること
ができ、生徒の希望す
る進路へとつなげるこ
とができた。 

〇キャリア・パスポートを
積極的に活用し、進路
実現に向けた指導がで
きた。 

 

〇社会でより良く生きてい
くためのさまざま力を在
学中につけられるよう、
キャリア・パスポートの
さらなる充実を図る。 

〇就職に対する意識付け
を、入学後の早い段階か
ら取り組んでいく。 

〇企業の方から直接話を聞
く機会を増やす。 

４ 地域等との協働 

学校行事や地域
貢献活動を通
し、保護者や地
域に信頼される
学校づくりを推
進する。 

 
 
 
 

○可能な地域貢
献活動や授業
公開等を行う
とともに、地
域・外部資源
の活用を推進
する。 

○ＰＴＡと共催
の授業公開及
び中学校教員
対象の授業公
開を行う。 

○学校紹介動画
を作成し、中
学校へ配付す
る。 

○授業公開など
により、中学
校や保護者と
の連携が深ま
ったか。 

○生徒の教育活
動を発信する
ことができた
か。 

〇コロナ禍のため校内
外のＰＴＡ活動が十
分にできなかった。 

〇生徒が追浜駅前広場
にプランターを設置
し、継続的にメンテ
ナンスを行うこと
で、地域との連携を
深め、貢献する活動
を行うことができ
た。 

〇学校紹介動画によ
り、生徒の活動を発
信することができ
た。 

〇ＰＴＡ活動の役員
不足が課題である
が、役員の負担を
軽減し活動を継続
する。 

〇校内外の行事や活
動の再開に向け、
保護者や地域の
方々との連携や外
部資源の活用を進
め、地域連携を強
化する。 

〇学校紹介動画は生
徒からのメッセー
ジをさらに増やし
たい。 

〇PTA の役員が少なくても
しっかり機能するように
仕組みや役割を変えてい
けばよい。 

〇駅前のプランター栽培
や、赤い羽根共同募金な
どの活動を通じて、常に
社会の一員であるという
自覚を持ち、学校全体が
地域に歓迎される存在と
なっている。積極的な社
会参加ができている。 

〇入学希望の生徒には学校
紹介動画があることを案
内しており、参考になっ
ている。 

〇ＰＴＡ活動も積極的に
再開することができた
が。今後は十分に活動
できるようにしたい。 

〇地域貢献活動への関わ
りにおいては地域の
方々のご協力のもと、
コロナ前の活動を行う
ことができた。プラン
ター設置後の水遣りな
ども全校の取組として
行うことができた。 

〇学校紹介動画を作成
し、中学校へ配付する
とともに、ホームペー
ジにも掲載した。 

〇追浜駅前の活動について
は評価をいただいてお
り、継続していきたい。
今後はコロナ前に実施し
ていた清掃活動を計画的
に行いたい。 

〇学校紹介動画の内容の充
実と更新を今後も行いた
い。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全・
安心が確保され
た、信頼される
学校づくりを進
める。 

 
 
 
 

②ワーク・ライ
フ・バランスを
中心とした働き
方改革を実現
し、事故・不祥
事のない、信頼
される学校づく
りを進める。 

 
 

①生徒・保護者
への丁寧な対
応、事故防止
の徹底、適切
な情報提供に
より、安心安
全な学校づく
りをする。 

 

① 一人ひとりの
生徒と向き合
う時間を確保
し、情報共有
を密にする。 

②不祥事防止研
修 会 等 を 通
じ、職員全体
が高い意識を
持ち、職員間
のコミュニケ
ーションを図
り事故・不祥
事の未然防止
に努める。 

①生徒や保護者
に情報を正確
に伝え、今後
の方向性を明
示できたか。 

②研修会等を通
じて職員の意
識を高めるこ
と が で き た
か。 

①巨大地震・津波や大
規模災害から自らの
判断で自らの安全を
確保できるようにな
るために、防災訓練
を２回実施した。 

①防災備蓄品の使用期
限と個数の確認を行
い、次年度の購入計
画を検討した。 

②年間を通じて、毎月
のテーマに沿って
不祥事研修を教員
が順番に担当し意
識を高めることが
できた。 

①巨大地震・津波や
大規模災害時にお
ける、避難場所の
確認、対応の仕方
等について、防災
訓練等を通して意
識の醸成を図る。 

①防災備蓄品の管理
を全日制と連絡を
取り確実に行う。 

 
②教職員一人ひとり

が自分自身の問題
と捉え、不祥事等
を未然に防止する
声掛けを行う。 

① 巨大地震・津波や大規
模災害時における訓練
を2回できて良かった。
校内の連携、チームワ
ークを感じる。 

① 発災時に適切な対応が
図れるよう、今後も訓
練の仕方をより実践に
即したものするなど工
夫をしてほしい。 

② 教員はやりがいはあり
つつも心身ともに大変
な仕事ですので、先生
方の心のケアもしっか
りしてほしい。 

① 災害の状況別に対応方
法を整理し、生徒に分
かりやすく伝えること
ができた。災害発生時
に適切な避難行動がで
きるかが課題である。 

 
② 毎月の不祥事防止会議

でその時期に関わる事
例について共有し、各
自検証を行った。事前
の研修を通して事故防
止への意識を高めるこ
とができた。 

① 防災訓練を計画的に行
うとともに、訓練内容
を工夫して生徒の防災
意識を高める。 

② 不祥事防止研修会の定
期的開催による教職員
の意識啓発活動を継続
する。 
 

 

 


